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   Ｃ０７Ｄ 401/04     (2006.01)
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   Ａ６１Ｐ  25/24     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/22     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/34     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/14     (2006.01)
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   Ａ６１Ｐ  25/16     (2006.01)
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   Ａ６１Ｐ  13/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  15/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   5/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 401/04    ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ  31/501   　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/24    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/22    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ａ６１Ｐ  25/34    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/14    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/28    　　　　
   Ａ６１Ｐ  15/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/30    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/32    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/16    　　　　
   Ａ６１Ｐ  21/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  13/10    　　　　
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   Ａ６１Ｐ   3/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  15/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   5/24    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月21日(2012.6.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】

【化１】

の形態Ｎ－１。
【請求項２】
　結晶形の測定が約２０℃～約２５℃の温度において、下表：

の単位格子パラメータの特徴を有する、
【化２】

の形態Ｎ－１。
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【請求項３】
　表３に列挙された単位格子内の部分原子座標を特徴とする、
【化３】

の形態Ｎ－１。
【請求項４】
　約２０℃～約２５℃の温度で、４.６±０.１、９.４±０.１、１０.６±０.１、１４.
１±０.１、１５.４±０.１、１８.２±０.１、１９.５±０.１の２θ値に粉末Ｘ線回折
パターンにおける特徴的なピークを有する、

【化４】

の形態Ｎ－１。
【請求項５】
　典型的には２３５～２４５℃の範囲に開始する分解吸熱を伴う融解の特徴を有する、

【化５】

の形態Ｎ－１。
【請求項６】
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【化６】

の実質的に純粋な形態Ｎ－１。
【請求項７】
　前記形態Ｎ－１が少なくとも９８重量％の純度を有する、請求項６の形態。
【請求項８】
　前記形態Ｎ－１が少なくとも９９重量％の純度を有する、請求項６の形態。
【請求項９】

【化７】

の形態Ｎ－１および医薬的に許容される担体を含む医薬組成物。
【請求項１０】
　１つ以上の追加の薬物と組み合わせて、

【化８】

の形態Ｎ－１を含む医薬組成物。
【請求項１１】
　哺乳類における鬱病を治療するための医薬を製造するための
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【化９】

の形態Ｎ－１の使用。
【請求項１２】
　該哺乳類がヒトである、請求項１１の使用。
【請求項１３】
　哺乳類における不安障害を治療するための医薬を製造するための

【化１０】

の形態Ｎ－１の使用。
【請求項１４】
　哺乳類における疼痛を治療するための医薬を製造するための

【化１１】

の形態Ｎ－１の使用。
【請求項１５】
　哺乳類における肥満症を治療するための医薬を製造するための
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【化１２】

の形態Ｎ－１の使用。
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